
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の 

重
要
性

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス（
持
続
可
能
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
金
融
）は
、
内
外
に
お
い

て
、
近
年
急
速
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
注
目
を
集
め

て
い
る
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
は
、
気
候
変
動
や
生
物
多
様
性

の
危
機
な
ど
の
環
境
課
題
に
加
え
て
、
経
済
的
格
差

の
拡
大
、
社
会
的
分
断
、
人
権
問
題
、
感
染
症
の
蔓

延
な
ど
、
様
々
な
社
会
課
題
の
顕
在
化
に
よ
り
、
２

０
１
５
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）の
達
成
、
或
い
は
パ
リ
協
定

の
実
現
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
達

成
の
た
め
に
は
巨
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
官
民

挙
げ
た
金
融
資
本
市
場
の
活
用
の
重
要
性
が
一
層
認

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　

２
０
２
０
年
10
月
に
、
我
が
国
の
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
Ｃ
Ｎ
）の
実
現
が
宣
言
さ
れ

た
。
そ
の
直
後
に
金
融
庁
に
設
置
さ
れ
た
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
有
識
者
会
議
」
に
よ
り
２
０

２
１
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た
報
告
書
に
お
い
て
も
、

様
々
な
社
会
の
持
続
性
を
脅
か
す
課
題
が
議
論
さ
れ
、

中
で
も
気
候
変
動
が
、
当
面
最
も
喫
緊
・
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
し
て
中
心
に
据
え
ら
れ
た
。

　

２
０
２
１
年
11
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26（
気
候
変
動
枠
組

条
約
第
26
回
締
約
国
会
議
）に
お
い
て
も
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｎ

Ｚ（
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
た
め
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
金
融
同
盟
）

に
加
盟
す
る
４
５
０
の
民
間
金
融
機
関
が
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
た
め
に
１
０

０
兆
ド
ル
相
当
の
資
金
調
達
を
支
援
す
る
と
コ
ミ
ッ

ト
し
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア

メ
リ
カ
も
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｚ
の
１
つ
で
あ
る
ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
・
バ
ン
キ
ン
グ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
立
ち
上
げ
か

ら
参
加
し
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
ス
コ
ー
プ
３（注）を
含

め
た
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
1
兆
ド
ル
相
当
の
環
境
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ

た
低
炭
素
社
会
へ
の
移
行
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。

　

２
０
２
２
年
５
月
31
日
の
「
新
し
い
資
本
主
義
実

現
会
議
」
に
お
い
て
は
、
脱
炭
素
が
骨
太
方
針
の
１

つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

の
推
進
の
た
め
に
10
年
で
官
民
が
１
５
０
兆
円
相
当

の
投
資
を
進
め
る
こ
と
に
加
え
、「
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債

（
仮
称
）」
で
政
府
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
６
月
７
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
日
本
政
府
の
Ｃ
Ｎ
或
い
は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
移
行
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
象
徴
す
る
動

き
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
目
標
の
実
現
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
拡
大
す

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
示
し

た
と
考
え
る
。

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
拡
大
す
る
中
、

欧
州
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
経
済
活
動
が
サ
ス

テ
イ
ナ
ブ
ル
か（
気
候
変
動
の
緩
和
に
貢
献
す
る
活

動
か
）を
産
業
ご
と
に
閾い

き

値ち

で
分
類
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
が
策
定
さ
れ
、
こ
れ

を
ベ
ー
ス
に
企
業
に
情
報
開
示
を
求
め
る
と
す
る
。ま

た
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド（
環
境
債
）は
、こ

の
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
と
認

め
ら
れ
る
事
業
へ
の
資
金
使
途
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
は〝
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
〟な
事
業
に
は
分
類
さ
れ
な
い
、
多
排
出
産
業
と

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

動
向
に
つ
い
て

（注）スコープ３：事業者のサプライチェーンにおける事業活動に関する間接的な
温室効果ガス排出量

Ｂ
ｏ
ｆ
Ａ
証
券
副
社
長

林はやし  

礼れいこ
子
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言
わ
れ
る
業
界
に
お
け
る
低
炭
素
化
へ
の
移
行（
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
）の
取
り
組
み
こ
そ
が
、
パ
リ
協
定

の
実
現
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た

な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
低
炭
素
化
へ
の
移
行
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
」の
重
要
性
が
、欧
州
で
ま
ず
は
認
識
さ
れ
、Ｉ
Ｃ

Ｍ
Ａ（
国
際
資
本
市
場
協
会
）に
お
い
て
、
２
０
２
０

年
12
月
に
「
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
が
策
定
さ
れ
た
。

軌
を
一
に
し
て
日
本
で
も
、
ト
ラ
ン
ジ
シ

ョ
ン
に
関
す
る
議
論
が
始
ま
り
、
日
本
か

ら
も
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ａ
に
対
し
て
多
く
の
コ
メ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
、
ル
ー
ル
作
り
に
関
わ
っ

た
こ
と
は
非
常
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
踏
ま
え
て
、

２
０
２
１
年
５
月
に
環
境
省
、
経
済
産
業

省
、
金
融
庁
の
共
催
の
検
討
会
に
お
い
て

「
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
基
本
指
針
」
が

策
定
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
多
排
出
産
業
の
低
炭
素
化
へ

の
移
行
を
示
す
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
策
定
さ

れ
、
そ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
則
っ
た
戦
略

を
示
す
こ
と
で
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
ボ
ン
ド

（
移
行
債
）が
日
本
国
内
に
お
い
て
運
輸
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
化
学
業
界
等
で
複
数
発
行

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
国
政
府

が
自
ら
「
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
」
を
検
討
し

始
め
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

今
後
の
課
題

　

日
本
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
化

石
燃
料
へ
の
依
存
度
が
欧
米
に
比
し
て
も

高
く
、
円
滑
な
移
行
の
た
め
に
、
同
地
域

に
お
い
て
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
、
中
で
も
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
拡
大
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、

日
本
・
ア
ジ
ア
諸
国
の
資
金
に
加
え
て
、欧
米
の
資
金

も
呼
び
込
む
必
要
が
あ
り
、国
際
的
な
基
準
や
動
向
を

意
識
し
理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
も
、
Ｅ

Ｕ
と
し
て
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
考
え
方
を
導
入
し

つ
つ
あ
り
、
ま
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
や
原
子
力
発
電
の
扱
い
や
、

タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
の
拡
張
に
つ
い
て
も
白
熱
し
た
議
論

が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の
拡
大
に
は
、
統
一
し
た
基
準
の
も
と
で
の

開
示
の
充
実
が
必
要
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
国
際
会

計
基
準
を
定
め
た
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
団
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ（
国
際
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
審
議

会
）が
、
国
際
的
な
情
報
開
示
基
準
作
り
を
始
め
て

い
る
。
一
方
、
足
元
の
地
政
学
的
な
課
題
や
金
融
市

場
の
不
安
定
さ
も
相
俟
っ
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
さ
を
増
し
て

い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
次
世
代
に
持
続
可
能
な
社
会
を

手
渡
す
た
め
に
は
、
Ｃ
Ｎ
の
実
現
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
社
会
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
拡
大
の
必
要
性
は
不
変

で
あ
る
。

　

日
本
と
し
て
は
、
我
が
国
の
課
題
を
意
識
し
つ
つ
、

国
際
的
な
基
準
作
り
等
の
議
論
に
積
極
的
に
参
加
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
様
々
な
立
場
を
超
え
て
官
民
が
協
力
し
て
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
拡
大
を
進
め
て
い

く
た
め
の
基
盤
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
際
は
、
環
境
の
み
な
ら
ず

社
会
課
題
も
含
め
た
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
た
議
論
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

図表　グローバルESG債発行額（2013-2022 YTD）
(10億米ドル)
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出所：DealogicおよびBloomberg（2022/5/16時点）
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